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ボールパークの街
─北広島市の福祉・保育・教育の未来を展望する─

上 原 正 希

北広島市・星槎道都大学連携企画・特別講座（社
会福祉学部開学 45 周年）
テーマ ボールパークの街─北広島市の福祉・保

育・教育の未来を展望する─
会 場 北広島市芸術文化ホール（大ホール）

●開会の挨拶 飯浜浩幸 北海道星槎学園
理事長・星槎道都大学学長

皆さま，こんばんは。本日はありがとうござい

ます。このように多くの方のご参加をいただきま
して，心より感謝を申し上げます。ただ今ご紹介
をいただきました学園の理事長，そして大学の学
長を務めております飯浜と申します。日ごろより
本学，私どもの学生，教職員，そして卒業生を応
援いただき，またお力添えを賜り，そして支えて
いただいておりますことに，この場をお借りいた
しまして心より感謝を申し上げます。今回，市と
の連携講座の⚒回目ということで開催をさせてい
ただきます。
今年度，おかげさまで本学は開学 45 周年を迎

えました。学園といたしましては，この北広島市
の地で，ちょうど野球場のあるところ，あそこが
スタートになっておりまして，短大からスタート
いたしまして来年で創立 60 周年となります。大
学は流氷の街紋別市で，全国で⚖番目の社会福祉
学部，それから全国で⚗番目の美術学部という，
その当時大変珍しい学部学科構成でスタートをい
たしました。2005 年に，この北広島市のキャンパ
スに全てが統合されまして今日に至っておりま
す。北広島市との包括連携協定を締結したのが
2013 年であります。それから 10 年の歩みとなり
ます。その間に市，そして市民の皆さま，そして
企業の皆さま，そういった皆さまからのお力添え
いただきながら，皆さまと一緒に学生を育ててき
ました。本学の活動に皆さまがご参加下さり，本
学の学生たちがみなさまの活動にさまざまな形で
参加をさせていただくことにより，この街の発展
に寄与させていただいている，そんな形の関係を
10 年かかりまして，つくり上げることができまし
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た。これもひとえに市民の皆さまからご理解をい
ただき支えていただいた賜物と，重ねて感謝を申
し上げます。
野球といえば，本学の硬式野球部，昨日リーグ

優勝をいたしました。この野球の街，ボールパー
クの街北広島市から全国大会へ行きます。⚖月⚕
日夕方ですが，東京ドームで大阪商業大学，非常
に強い大学と聞いております。その強豪校と対戦
いたします。引き続き応援いただきますよう，お
願い申し上げます。
この後，私どもの教育研究活動の成果であり，

それから卒業生，この街，北広島市で就職いたし
まして，皆さまに育てていただきながら活躍して
おります卒業生を迎えてのシンポジウムでもござ
います。私ども地域をキャンパスとして，学生成
長率ナンバーワンの大学を今，目指しているとこ
ろでございます。引き続き私どもに対してのご理
解，ご協力，そしてお力添えを賜ればと願います。
それでは本日のプログラム，どうぞよろしくお願
いいたします。

●第⚑部 ボールパークの街 北広島市の
福祉・保育・教育の現在と未来
─北広島市で学び・働く卒業生の視点か
ら─

発言者 高谷 里奈 北広島市みなみ
高齢者支援センター

発言者 原 裕紀 児童養護施設
北光社ふくじゅ園

コーディネーター 小早川俊哉 星槎道都大学
副学長・社会福祉学部学部
長

【小早川】
皆さん，こんばんは。それではこれから第一部

を始めさせていただきます。座ってこれからお話
しさせていただきます。ここにいるお二人の卒業
生なんですけれども，本学を卒業して北広島市で
今，仕事をしています。もしかしたら，ここにい
る学生さんも，実習に行くと，このお二人の方に

実習指導を受ける可能性もありますので，そう
いった点でも顔をよく覚えておいていただければ
と思います。それではまずお一人ずつに，なぜ北
広島市にあるこの星槎道都大学に入学をして，ま
た卒業しても北広島市で活躍をされているのか，
またどういう仕事をしているのか，そういったこ
とをお話ししていただこうと思います。まずは高
谷さんからお願いできますでしょうか。

【高谷】
皆さん，こんばんは。よろしくお願いいたしま

す。私は星槎道都大学を 2018 年に卒業しました。
社会福祉学部の当時の福祉心理専攻という学科を
卒業しております高谷と申します。本日はどうぞ
よろしくお願いいいたします。
それで私が北広島にあります星槎道都大学を選

んだ理由ですが，もともと福祉の業界に興味を
持ったきっかけとなりますと，曾祖母が若年性の
アルツハイマー型認知症でした。幼少期，ちょう
ど私が幼稚園ぐらいのときですが，ずっと祖母の
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ほうが在宅介護で大変な様子を間近で見ておりま
して，将来，何か人の役に立つ仕事がしたいとずっ
と思っていました。それで福祉を目指すというと
ころで大学をいろいろと見て，もともとは A 大
学のほうに受験しようと思っていたのですが，道
都大学にも社会福祉学部があるという話を父から
聞きまして，選定にあたり，一度見学に行ってい
ます。
見学に行ったときに A 大学と違って，少人数

制で，地域に根ざした学びができるというところ
と先生方との距離が近いという点で，星槎道都大
学のほうが私の学びのスタイルに合っているとい
うところで大学を選んで就職しています。
北広島でどんな方々を対象に仕事をしているか

といいますと，北広島市みなみ高齢者支援セン
ターというところで勤務しています。札幌市だ
と，地域包括支援センターという名称で同じよう
な機関があります。私が勤めている担当エリアは
北広島団地地区という地区と，駅の近くの北進町，
栄町，山手町までの 14 地区を担当圏域としてい
ます。主に 65 歳以上の方々や，40 歳から 64 歳
で，末期がんや特殊な疾患がある方々の総合相談
窓口となっており，専門職が主任介護支援専門員
と社会福祉士と保健師などの専門職がその方々の
困りごとに応じて対応しております。
主に介護保険の申請の仕方をどうするのかと

か，ご家族が認知症で対応に困っていて相談した
いという多岐にわたる相談がご本人，ご家族さん，
それから地域に住む知人の方々，地区に担当して
いる民生委員などから相談がありますので，ご家
庭を訪問し，対応したり，病院から退院するとき
に相談が来る場合もありますので，そういった相
談に日々のっている機関になります。
私は今，社会福祉士と精神保健福祉士の資格を

持っているんですが，現在，メインで使用してい
るのは社会福祉士の資格になっています。その知
識をいかしながら，介護予防などの仕事もしてお
り，現在 65 名ほどのお客さんを担当させていた
だいておりまして，その方々のケアマネジメント
や，日々の生活に支障がないかだとか，現在ご利

用しているサービスで，何かほかに追加したほう
がいいことがないか，ご家族さんで困っているこ
とがないかなどを，日々，訪問だとか，お電話だ
とかさせていただいて調整する仕事を行っていま
す。

【小早川】
どうもありがとうございました。北広島市は現

在，30 数％の高齢化率ということですけれども，
現在，高谷さんが働いている団地地区は高齢化率
が 40％後半ということで，いろいろと相談件数が
増えているということがわかりました。
今度は少子化のほうに関係をしてくる児童分野

で現在働いている原さんです。
それでは，お話をしていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

【原】
皆さん，こんばんは。私は 2019 年度に星槎道

都大学を卒業しました原裕紀と申します。本日は
よろしくお願いいたします。この大学を選んだ理
由としましては，私は，幼少期から柔道をしてお
りまして，柔道が強いということに魅力に感じ，
また，今後の自分のことを考えたときに，何か資
格をとって人の役に立ちたいっていう思いもあっ
たので，保育士の資格取得も目指して，ここの大
学を選びました。
現在は北広島市にある西の里にあります児童養

護施設で児童指導員をしております。児童養護施
設というのは，さまざまな理由で保護者と離れて
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暮らさなければいけない子どもたちを対象に，生
活支援や，自立に向けて支援をしていく施設です。
入所している子どもの主な理由としては，保護者
からの虐待，保護者の貧困，病気で養育が困難に
なっているなどの理由など，理由も多様化してい
ます。
私自身は児童指導員として生活援助に入ってい

るんですが，皆さんのお父さんやお母さんがして
くれている一般的な家事であったりとか，学校と
児童相談所と保護者さんとの連絡の調整であった
りの業務をしております。また，私はスポーツが
得意でありましたので施設からスポーツ指導のほ
うの役目もいただいておりまして，保育の知識に
プラスしてスポーツの経験を生かした子供たちの
体力づくりを主な仕事としています。

【小早川】
ありがとうございました。原さんですけれど

も，学生時代，うちの柔道の体重別個人で全道⚒
位になり，決勝では，肩を脱臼して棄権したそう
です。本当だったら優勝できたというところです
ね。ですので文武両道といいますか，しっかりと
勉強しながら柔道もやって卒業して，その資格を
生かして今は児童の分野で活躍をされているとい
う形です。
お二人とも，原さんは今言ったように柔道部で

したけれども，高谷さんのほうはオープンキャン
パスのスタッフですとか大学のいろいろな催し物
で，いろいろと貢献をしてくださった方です。そ
れでは時間も短いですので，北広島市にボール
パークができましたが，ボールパークができたこ
とによって仕事で対応をしている高齢者の方，あ
るいは児童の方でどんなふうに変わっていくか，
そして何か問題点もあるようでしたら，こうした
ほうが良いんじゃないのかっていうような提案を
いただければと思います。

【高谷】
では私のほうから失礼いたします。現在，私が

勤めている北広島団地地区は高齢化率がとても進

んでおりまして 40 パーセント台後半で，大体⚒
人に⚑人が高齢者という時代になっております。
空き家も増えて，やっぱり歩いている方々は皆さ
ん高齢者で，逆に歩いている方が全く見えないと
いうのがコロナ禍において加速しておりまして，
町全体が静かな町になってしまったというところ
です。ボールパークができて，結構若い方が空き
家を更地にして新しい家を建てて住んだりだと
か，もともと建っている家を直してお子さん連れ
て若い家族さんが住んだりとかして，町全体に活
気が出ているかなというところで，もっとこれか
ら若い方々が増えてくると，やっぱり高齢者の
方々は子どもの声が聞こえたりだとか若い方の姿
を見ると，自分たちも元気をもらえるというとこ
ろで，もっと担当している方々が元気で過ごして
もらえる町になればというところで期待しており
ます。
一方でコロナ禍になってから，皆さん今までで

きていたサークル活動に出席できなくなったりと
か会館が閉鎖し，ボランティア活動ができなく
なったりということで自宅に閉じこもりがちに
なっておりまして，筋力，足腰の低下だとか，サー
ビスを結構使う方が増えています。ボールパーク
ができたところで，北広島にもう長年住んでいる
方が多いので，やはりこの建物に一度は行ってみ
たいという方がかなり私の担当のお客さんだと
か，地域の方々の声から増えております。近くに
住んでいる方だと自分の足で歩いて散歩も兼ねて
一度は見てみたいという方も結構増えておりま
す。今まではサービスに依存していた人も，そう
いう目標，自分の足でボールパークまで歩いて行
けるようになりたいだとか，バスを使ってでも一
度は見てみたいという目標があると，皆さんそれ
に向かってリハビリが今までよりも頑張れたりす
るのではないかと思っていて，良い方向に進んで
くれるんじゃないかというところで期待しており
ます。
あと団地地区は，お店の数が限られておりまし

て，足腰が丈夫な方とか車の免許を持っている方
は良いんですけれども，大体皆さん 80 後半，90
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代の方が多いので，免許を返納してしまって足が
ないだとか，バスをご利用されている方が多いん
です。ボールパークができてからバス時間の改定
がありまして，駅から団地地区に向かうバスのほ
うは増便したんですけれども，逆に団地地区のほ
うから駅へ向かうバスのほうが少なくなってし
まったというところで，今まで止まっていた停留
所だとかにバスが止まらなくなってしまって，買
い物は毎回タクシーを使わざるを得ない方々の声
だとかも聞いておりますので，若い方も住みよく
高齢者でも住みよく，全体がよりよく住みやすい
街にするために，もうちょっとバスなどが整うと，
全体としてもうちょっと暮らしやすい街になるん
ではないかというところで意見とさせていただき
ます。

【小早川】
ありがとうございました。現場で働いていて，

その地域がどんな感じになっているのかについて
お話をいただきました。やっぱりもう少し交通の
便がよくなったらもっとよくなるのにという意見
でもありました。この辺のところを皆さんもいろ
いろ考えていただいて，何か対処法ができればと
いうふうに思います。
それでは原さん，児童のほうで同じような質問

でお答えください。

【原】
ボールパークができてからの児童の生活を見て

みますと，子どもたちの遊びの主流がゲームだっ
たんですけど，そこからボールパークができたこ
とによって外に遊びに行ったりだとか公園に行っ
たりっていうのが増えたイメージがあります。そ
れで休みの日に公園に野球をしに行くことだった
り，休みの日にテレビ中継で野球の応援をすると
いうような目標というか活力につながっているの
ではないかと感じています。それで小学校は授業
の一環でボールパークの見学のほうをしていたと
思うんですが，ボールパークを実際に見てこの舞
台に立ってみたいだったりとか，ここで試合を見

てみたいっていうふうな目標にもつながっている
と思います。そこでなんですけど，子どもたちで
どうしても試合を見に行くとなった場合，ボール
パークは完全キャッシュレス化をしていると思う
んですけど，キャッシュレスでの支払いは大人側
は不安かなって思う点がいくつかありまして，
やっぱり子どもにクレジットカードだったりする
と，お金が減っていく感覚がどうしても身に付か
ないのかなっていうふうな懸念はあります。試合
観戦の流れでもう一つお話ししたいのが，試合観
戦をしにくる人は，道外からも行き来することが
考えられるので，人も増え，街の治安が心配です。

【小早川】
西の里地区は少し夜に街灯が少ないので，人が

増えるというところで子どもに対しての不安が大
きいのかなと思います。それで市民同士での見回
りの強化だったり，地域の人たち同士が密になっ
て見回りしていくなど，地域の人たちの目がある
だけで，そこの不安要素だったりというのは減少
させていけるのかなと思います。
今，お二人からお話があったところ，やはりボー

ルパークができたことによって児童のほうも高齢
者の方も目標というものが少し新しいことができ
たということで，やはりいろいろと良い面はある
んですけれども，不安な部分も多少あるというこ
とかと思います。高谷さん，原さん両方の方が
おっしゃっていたのは，やはり地域で見守りで
あったり地域の方の支えであったり，そういった
ところで非常に重要なんじゃないかということ
と，それができるようになれば北広島市が，もっ
と住みよい街になるんだろうということでよろし
いですかね。
それでは時間になりましたので，これで一部の

方を終わりにさせていただきます。どうもありが
とうございました。
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●第⚒部 ボールパークの街 北広島市の
福祉・保育・教育の現在と未来
─専門家の視点から─

【小早川】
これから第二部のほうに移らせていただきま

す。今，卒業しました卒業生の話も踏まえた上で，
今度は本学の教師，教授陣にそれぞれのご専門分
野におきましてのボールパークができたことに
よって教育，それから保育，福祉という部分でど
のような変化があったかというようなことを中心
に専門的な視野からお話をしていただこうと思い
ます。それではまずは本学の，私の左側から西崎
先生です。教育分野で教職課程のほうを専門に本
学において教授されている先生です。それとその
お隣が吉江先生。特に本学におきましては保育
コースを担当していただいて学生を鍛えていただ
いております。さらに一番左側になりますけれど
も畠山先生。ソーシャルワーク，社会福祉士，精
神保健福祉士を中心に学生にいろいろと指導して
いただいている先生であります。それではまず西
崎先生からでよろしいですね。教育分野からとい
う視点で北広島市のボールパークができてどのよ
うに変化していくか，あるいは今後どのようにし
たらいいかといったことを中心にお話をしていた
だこうと思います。ではよろしくお願いいたしま
す。

◯テーマ ボールパークの街 北広島市の教育の
現在と未来

発言者 西崎 毅 星槎道都大学 特任教
授・教職センター所長

ご紹介いただきました教職センターの西崎で
す。私のほうからは，教育というキーワードを中
心にお話をさせていただきます。
まず，本学教職課程と北広島市の関係というこ

とでありますが，北広島市には大変お世話になっ
ておりまして，教職課程で学ぶ学生が体験活動を
行うさまざまな機会を提供していただいておりま

す。教職に係る各種ボランティア活動をはじめ，
教育実習や学校体験活動など，必要に応じてご対
応いただけることになっています。逆に本学から
北広島市へのご協力ということでは，⚒枚目のス
ライドになりますけれども，本学の教員が本市の
社会教育委員や各種審議会の委員をお引き受けし
ているということがあります。大学が有する専門
的知見の提供ということであります。私も市立学
校適正配置等審議会というところの委員を務めさ
せていただいております。
それでは視点を「北広島市の教育」に移したい

と思います。スライドにありますように，今，現
在，北広島市といえば，「ボールパークの招致」と
「先進的な教育の導入」の二つが挙げられるかな
と思います。ご承知のとおり，北広島市では，「希
望都市」，「交流都市」，「成長都市」，また，「懐く」，
「励む」，「挑む」という，理想とする「都市像」と
「人材像」が掲げられておりますが。「ボールパー
クの招致」や「先進的な教育の導入」は，まさに
こうした基本的な考えが具現化されたものと受け
止めています。私なりの理解ということでお話を
させていただきたいと思いますが，北広島市は，
道内でも大変先進的な教育を推進している自治体
です。その特徴の一つは，「コミュニティ・スクー
ルの導入」で，もう一つが「小中一貫教育の導入」
です。そして，三つ目が，近年，大変重要性を増
している「ICT機器を有効活用した授業づくり」
です。北広島市においてはこれらを全ての小中学
校で実現をしているところであり，全国的にも大
変注目を集めるものと考えております。
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それではまず，「コミュニティ・スクール」につ
いて見ていきたいと思います。ご承知のとおり，
「コミュニティ・スクール」というのは，中学校区
にある小中学校を，地域が一体となって支援をす
るというシステムです。現在，小中，高等学校に
おいて新しい学習指導要領が進められております
けれど，キーワードは「社会に開かれた教育課程
の実現」です。「コミュニティ・スクール」は，こ
ういった「社会に開かれた教育課程」を実現する
上で大変有益なシステムであると言えます。スラ
イドの「コミュニティ・スクール」のイメージ図
ですが，緑陽中学校にお願いをして載せさせてい
ただきました。緑陽中学校区の小中学校をそれぞ
れ，地域の人材であるとか，あるいは関係機関，
団体が一体となって支援するというシステムで
す。具体的には次のスライドにありますけれど
も，町内会，文化協会，児童センターなどのさま
ざまな機関，団体，人材が，右側に掲げたような
さまざまな支援活動を行っているということであ
ります。北広島市は「コミュニティ・スクール」
の歴史が大変古く，平成 25 年度に，すでに西部中
学校区に設置ということで，これは全道で⚒番目
という早さです。これについては，本学の小早川
学部長も深く関わっていると伺っています。令和
⚒年度にはこの「コミュニティ・スクール」を三
つの中学校区に拡大し，本年度は，全中学校区に
設置の運びとなっているとのことであります。大
変すばらしい取り組みであると感じております。
そしてさらには，すべての小中学校が，このあと
ふれます「小中一貫教育」を導入しており，全道
的にも本当に珍しい自治体だと言えるかと思いま
す。
次に，「小中一貫教育」について見ていきたいと

思います。「小中一貫教育」については，北広島市
は道内の自治体でもパイオニア的な存在です。平
成 30 年度から全中学校区で実施ということで，
道内の同規模の市でほかに類はありません。例え
ば，江別市は令和⚔年度，⚑校，名寄市は令和⚓
年度，⚒校です。平成 30 年度にすでに⚗校で実
施している北広島市はいかに先進的な自治体であ

るかということがお分かりになろうかと思いま
す。そして先ほども説明しましたように，これら
すべての学校が「コミュニティ・スクール」のシ
ステムを導入しているということであります。さ
らに，私が委員を務めさせていただいております
北広島市立学校適正配置審議会においては，「小
中一貫教育」をさらに進めた⚙年間を修業年限と
する「義務教育学校」の設置についても検討がな
されているところです。今日は，教職課程の学生
もおりますので，「小中一貫教育」の利点ついてい
くつか紹介をさせていただきたいと思います。
「小中一貫教育」においては，何といっても⚙年間
を見通した一貫した指導計画の下で子どもたちを
指導できるという利点があります。例えば，小学
校から中学校の⚙年間にわたって「授業スタイル」
や「板書方法」や「ノート指導」を統一すること
によって小学生が中学校に上がったときに違和感
なく安心して学習を進めることができます。ま
た，中学校⚑年において急に不登校の子どもが増
えるなどといった，いわゆる「中⚑ギャップ」問
題を解消することができます。また，中学校区に
おいて⚙年間統一した学習面や生活面の目標をそ
の中学校区の「スタンダード」として設定するこ
とにより，子どもたちは⚙年間一貫して安心した
学校生活を送ることができます。また，小中学校
の教員が相互に乗り入れをすることができます。
つまり，小学校の先生が中学校に教えに行ったり，
あるいは中学校の先生が小学校に教えに行った
り，そういうことが可能になるわけです。今，小
学校においては，高学年を中心に教科担任制の導
入というのが少しずつ進んでいますが，「小中一
貫教育」の下では，例えば中学校の英語や体育や
美術の先生が小学校に行って授業をすることがで
きます。また，キャリア教育についても⚙年間一
貫して継続することができます。北広島市で使用
している「きたひろ夢ノート」は，その具体例で
す。また，⚙年に及ぶ異年齢集団を構成すること
ができます。通常，小学校では⚖年，中学校では
⚓年の異年齢集団になりますが，「小中一貫教育」
を実施することで⚙年異年齢集団の中でさまざま
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な活動を行うことができます。以上述べたよう
に，「小中一貫教育」は非常に評価できるシステム
です。そして，それを全ての小中学校で実現され
ている北広島市の教育は大変先進的であるという
ことができます。
それでは三つ目の「ICT機器を有効活用した授

業づくり」についてみていきたいと思います。国
のGIGAスクール構想の下，北広島市の学校にお
いても全ての子どもたちに学習者用 PCが設置さ
れたということであります。そして授業において
はそういった ICT 機器が有効に活用されている
ということです。文部科学省の「全国学力・学習
状況調査」の結果を見ましても，北広島市では，
子どもたちが「これまで授業で PCやタブレット
などの ICT 機器をどの程度使用しましたか」，
「PC やタブレットなどの ICT 機器をほかの児童
生徒と意見交換をしたり調べたりするためにどの
程度使用しましたか」，また，学校が「授業におい
てプロジェクターや電子黒板をどの程度使用した
か」という質問項目において，全国平均をはるか
に上回る成果が報告されております。
これまで見てまいりましたように，北広島市に

おかれましては，「コミュニティ・スクール」の導
入，「小中一貫教育の導入」，さらには「ICT機器
を活用した授業改善」というように，非常に先進
的な教育環境を整備されております。星槎道都大
学はこうした理想的な教育環境が確立されている
都市に存しておりますので，教職課程教育を進め
る中でも，参考にさせていただく点が多々あり，
大変心強い思いをしているところであります。
最後に，こうした充実した教育環境の整備が北

広島市の今後にとってどのような成果をもたらす
のか，私なりにシミュレーションしてみました。
最後の図をご覧いただければと思います。①ボー
ルパークを招致しました。②全国で北広島市への
関心が高まっています。③一方で産業が発展し，
経済も一層振興します。④そんな中でぜひ「北広
島に住んでみたい」とか，あるいは，⑤「北広島
市で子育てをしてみたい」と，こういった方々が
おそらく増えてくるのではないかと思います。そ

こで，⑥北広島市に移住を検討する中でやはり一
番重要なファクターとなるのは「教育環境がどう
か」ということだと思います。特に若い世代の世
帯にとっては「うちの子どもにどんな教育が提供
されるだろうか」，そこが一番大きな関心事では
ないかというふうに思います。本日，これまで説
明をしてきましたように，⑦北広島市においては
大変先進的な教育環境の整備を進められて，子ど
もたちの健全育成が図られている。そうしたこと
から，⑧おそらくは居住を検討する方々の中から
多くの居住が実現し，それが人口増加につながり，
北広島市の一層の発展につながっていくものと，
そういうふうに考えているところであります。
こうした先進的で充実した教育環境づくりをこ

れまで進めてこられた北広島市の上野市長，吉田
教育長様をはじめ，そうした行政施策をお認めい
ただいた市議会の皆さまに心から敬意を表しまし
て私の発表を終わられていただきたいと思いま
す。以上でございます。

◯テーマ ボールパークの街 北広島市の福祉・
保育・教育の現在と未来
保育の視点から

発言者 吉江 幸子 星槎道都大学 教授

こんばんは。きょうは学生さんも参加してくだ
さってありがとうございます。さらには保育園の
園長先生ですとか，議会の方，さらには公開講座
などで交流をさせていただいている一般市民の
方々もおいでいただいております。本当に本日は
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ありがとうございます。それではこの後座って説
明をさせていただきます。今，西崎先生のほうか
ら教育に関してのお話がありました。
教育，小学校，中学校，毎日学校に通っていま

す。でもその子どもたちが戻ってくるところはど
こでしょう。家庭です。その家庭という場所で子
育てをしていく保護者の方々がいます。子育てと
いうふうに私たちは言うんですけれども，教育の
分野から家に帰ってきて，「ただいま」，「おかえ
り」，「今日も行ってきます」，「行ってらっしゃい」，
そういうふうに声をかけていくのが家庭という場
所です。実は先ほど児童養護施設で働いている卒
業生の原裕紀さんが話をしてくれましたが，児童
養護施設という場所も一つの家庭です。ですから
児童養護施設で生活している子どもたちは「ただ
いま」というふうに帰ってきて，次の日に「行っ
てきます」というふうに学校に行っています。
そんな原さんの話で，実は一つ原さんが言い忘

れたことがあって，後ろで待機しているので，子
育てに関することを，少しだけ話を聞いていただ
けますか。お願いいたします。

【原】
私が働いている児童養護施設は，子育ての観点

からの地域の住民の方々の相談支援を受けるのも
児童養護施設の役割の一つとなっております。そ
の観点でやはり先ほど話していたと通り，人が増
えることによって，ここで暮らしていきたい，家
庭を持ちたい，子育てをしたいという風な人たち
が増えてくると思います。そこでやはり家庭が増
えることで，それぞれの家庭の悩みだったり子育
ての悩みだったりっていうのは家庭がある分だけ
悩みがあると思います。よって，児童養護施設と
しましては，そこの悩みに寄り添っていけるよう
な形の体制をとっていかなければいけないのかな
ということを，先ほど話したいと思っていました。
話す機会をいただいて吉江先生，ありがとうござ
いました。

【吉江】
お時間ちょうだいしてありがとうございます。

今，話をしてくれた原裕紀さんは実は私のゼミ生
でして，在学中から⚔年間ずっといろんな保育園
に実習とは別に顔を出して遊びに行ったり，高齢
者施設の方々と関わったりして，本当にボラン
ティアをたくさんしてきました。青森出身で両親
は「青森に帰っておいで」というような話もあり
ながら，北広島でたくさん関わってきたので，こ
こで就職したいということでこの北広島で今こう
やって生活をしている卒業生の一人になります。
卒業生が活躍をしてくれるというのは，私たち大
学の教員にとっても大変うれしいことです。この
北広島という場所にあるこの星槎道都大学はやっ
ぱり札幌近郊から通ってくる子もいますし，北広
島以外のところから通ってくる子も多いので，そ
うなってくると地元に戻るというそういう卒業生
の方が多くなります。ですが，この街がこうやっ
て発展し，成長し，そして希望に満ちあふれてい
く街になっていけばいくほど，魅力あふれる場所
になりますので，そういう意味では学生さんたち
も，ここが自分たちのこれから生きていく場所だ
と思ってもらえるのかなと思っています。それで
はスライドに沿って説明をさせていただきます。
保育の視点から本日は⚔つのお話をさせていた

だこうと思って資料を準備いたしました。今この
画面にあるバックの写真なんですけれども，実は
コロナになる前は大学に保育園の子どもたちを呼
んで一緒に学生と遊んだり，あるいは学生が保育
園に行って子どもたちと一緒に関わったりという
ことをずっとさせていただいておりました。コロ
ナになってからなかなかそれができなくなってし
まっているんですけれども，今，また⚒類から⚕
類になったところで，どこかと交流できたらいい
なと思ってこの写真を入れさせていただいており
ます。
本日は保育士としての活躍の場，それから本学

における保育士の養成，そして卒業生の動向と北
広島市との連携と，今後ということでお話をさせ
ていただきます。すでにご存じの方もいらっしゃ
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ると思うんですけれども，保育士として活躍する
場所や，保育士の学びを生かす場所はどんなとこ
ろなのかということを簡単にご紹介したいと思い
ます。
皆さんたちの頭の中には保育士といえば保育

園，認定こども園というところが就職先だろうと
思ってらっしゃる方が多いかもしれないんですけ
れども，実は保育士という資格は児童福祉法とい
う法律に定められているので，児童福祉，つまり
福祉の中の一つということなんです。保育士の名
称で働く場合には，各都道府県に保育士登録をす
るということになりました。これは平成 15 年か
らです。
私は昭和の時代に保育士の資格をとっておりま

したので，そのころは保母資格というふうに言っ
ておりました。保母のときは学校を卒業したらそ
のまま登録をせず働くことができましたが，平成
15 年からは登録をしてくださいと，突然郵便物が
舞い込んできました。勉強不足だった私はそのこ
とがよく分からなくて，登録？何のこと？これは
どうしたらいいのっていうことで，道庁に問い合
わせをしながら，ああ登録，法律が変わったんだっ
ていうことが後々になって分かったような状態で
す。ですから今でも保育の養成校を卒業された方
で，登録をしていない，つまり保母としては卒業
しているんだけれども，登録をしてないという方
も中にはいらっしゃいます。でも今からでも登録
をすることはもちろんできますので，ぜひ自分が
保母という資格を持ってらっしゃったら登録をさ
れると仕事ができると思います。現在の登録者数
としては 167 万人。この中に私も含まれますし，
本日おいでいただいている保育園，認定こども園
の園長先生方も，もちろんこの中に含まれるお一
人になるかと思います。
保育所というのは児童福祉施設というふうに申

し上げましたけれども，児童福祉施設の中でも保
育所は保育士として職員を置かなければいけない
という必須条件があります。それは保育所はもち
ろんなんですが，それ以外にも原さんが働いてい
る児童養護施設，障害児の入所施設，児童発達支

援センターなどいくつかの種類のところで保育士
という資格を持って働かなければいけないという
場所があります。ちなみに北広島市内，児童福祉
施設ということで今，画面に紹介をさせていただ
いておりますが，保育所という場所は，この北広
島市内には 15 か所あります。これは北広島市の
ホームページの中で紹介をされていて，今，ホー
ムページの中では，今年新しくFビレッジに一つ
誕生しましたという情報ですとか，あるいはどこ
の保育所が定員いっぱいで何歳が今なら空いてい
るという情報が書かれたものがホームページの中
に入っています。それから北広島市のこれは一つ
の特徴かなと，私は思っているんですけれども，
児童養護施設，北海道内には 23 か所しかないん
ですが，そのうちの⚒か所がこの北広島市内にあ
ります。それが天使の園と北光社ふくじゅ園にな
ります。また⚓番目に書かれていますが，児童自
立支援施設といって北海道立向陽学院という施設
が北広島市内に⚑か所ございます。これは北海道
では⚓か所しかありません。全国でも 58 から⚙
か所というふうにホームページではなっているか
と思うんですけれども，その数少ない児童自立支
援施設というところが北広島に⚑か所あります。
そういったところで保育士という資格を持って保
育所以外でも活躍の場があるということを，一つ
ご紹介をさせていただきます。
では星槎道都大学における保育士養成というこ

となんですけれども，全国的に見て，あるいは北
海道で一体どれぐらいの数があるんだろうという
ことで調べたものを今，画面に出しています。令
和⚔年⚔月現在の数字なんですけれども，北海道
内には大学⚔年間で保育士を養成しているところ
が⚗か所，短期大学で 11 か所，専門学校で⚘か所
という形で養成をしております。全国的に見る
と，大学が 232 で短大や専門学校を上回っている
ということがグラフを見てお分かりになるかと思
います。星槎道都大学は社会福祉学部の中で保育
士養成をスタートいたしました。先ほど飯浜学長
がお話をされておりましたが，昭和 60 年に保育
士の養成課程がスタートしております。社会福祉
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学学士という社会福祉分野の学問をおさめたそう
いう保育士ということになります。またちょっと
一点，宣伝にはなりますけれども，通信教育課程
によって保育士の資格を⚓年間でとっていくとい
うそういう通信教育課程があります。これは通信
教育を始めて⚘年目になるんですけれども，北海
道で通信教育で養成しているところは本学しかあ
りません。本日も通信教育で勉強されている受講
生の方々が会場にお越しくださっています。あり
がとうございます。働きながら保育士の資格をと
るために大学に来て，友達というか受講生と一緒
に顔を合わせながら勉強を進めているというとこ
ろです。そういった方々がこの北広島にもたくさ
んいらっしゃるし，北海道一円から通信教育とい
う形で勉強されている方が数多くいらっしゃいま
す。配布資料のQRコードに，通信教育がどんな
感じなのか見ていただけるといいと思います。ま
た保育士だけではなく社会福祉士や精神保健福祉
士などの国家資格もとっていく通信教育がござい
ます。卒業生の動向として過去⚕年間，保育士の
資格をとった者がどんなところに就職をしている
のかということをグラフ化しました。社会福祉学
科は定員が 60 名です。その中で保育士の資格を
持とうと勉強している学生さんたちは大体⚒割程
度になります。ですから 10 数人という形でこじ
んまりとした形の保育士養成になります。北広島
市内には，先ほど保育園が 15 か所あると申し上
げましたが，その中で実習でつながっているとこ
ろもあります。求人でご連絡をいただくところも
ありますが，なかなか卒業生を送り出すことがで
きていないという苦しい現状ではあるんですけれ
ども，今，この北広島市内が人口が増えて子育て
されて，その子どもたちが大きくなって，そして
星槎道都大学の保育士養成というところに入って
くれたら，その子どもたちが就職ということで地
元で活躍をしてくれるのではないかとも感じてい
るところです。このグラフを見てお分かりかと思
うんですけれども，本学の保育士資格をとった卒
業生の方々というのは，どちらかというと保育園
というよりは保育所以外の児童福祉施設で就職し

ているということが分かります。これはやはり社
会福祉学部で勉強しているというところが大きい
理由なのかなとも思っています。⚔年間の中で
ソーシャルワークの技術を身に付けて，そして，
その技術を生かして保育所で働くということもも
ちろんできるのですが，その技術を生かして高齢
者施設，障害者施設，あるいは児童養護施設であっ
たり，福祉施設で働いているそういう卒業生が多
いというのが今のところの実態ということです。
次は最後のほうになりますけれども，北広島市と
の連携と今後ということでいくつかご紹介したい
と思います。
実は市役所の方で，音楽が大好きな方が⚒人ほ

どいらっしゃいます。もっとたくさんいるのかも
しれないんですけれども，私が存じ上げている方
に⚒人いらっしゃいまして，作詞が熊谷さん，作
曲・編曲が小玉さんということでお名前を入れさ
せていただいております。お二人には了解を得て
いるんですけれども，この⚒人が北広島市の職員
ということで。小玉さんは今年の⚔月から大曲の
消防署の署長さんです。このお二人がいろんな音
楽づくりをしてくれています。そんな中で令和元
年に「さんぽまちの唄」という歌ができ上がって，
それをもとにして学生に声をかけて，私のゼミの
学生で健康体操をみんなで考えない？ということ
で健康体操をつくり出しました。そしてそれを活
用して令和⚒年，北広島団地地域のサポートセン
ター，ともにというところで高齢者の皆さんや地
域の皆さんに集まっていただいて，この健康体操
を披露したり，翌年の令和⚓年は大学の公開講座
に参加してくださった方がおり，本日もいらっ
しゃっているんですけれども，参加してくださっ
た方々と一緒にYouTube に動画のせたりしてお
ります。「さんぽまちの唄 健康体操 2021」とい
うことでインターネット上で検索することができ
るので，どんな体操なのかっていうのを見ていた
だけるとうれしいと思います。それ以外でも北広
島市内の保育園と交流をさせていただいたり，先
ほどの原さんの写真なんですけれども，在学中に
地域連携しているところの保育所にお餅つきのと
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ころで子どもたちと一緒に触れ合ったりしていま
した。その後，何か学生たちでできることがない
かということで，「おうちでぬり絵」ということを
企画しました。学生の中に絵を描くのが上手な社
会福祉学部の学生がいましたので，その子たちに
絵を描いてもらって，その絵を原画をたくさんコ
ピーして北広島市内の保育園，幼稚園，子育て支
援センターのあいあいさん，近隣の保育園，いろ
んなところに配って子どもたちに絵を描いてもら
いました。その絵を持ち寄って大学の先生方と一
緒にコンクールということで，本当は飾っている
絵を皆さんたち，子どもさんたちに見てほしかっ
たんですけれども，コロナということでなかなか
行き来のできない状態でしたが，描いた絵をそれ
ぞれの保育園さんの中で⚑位，⚒位というふうに
賞を決めさせていただいて，賞状ですとか記念品
を持って各保育園のほうに行かせていただいたと
いうことが 2020 年度の交流でした。2022 年度に
は「さんぽまちの唄健康体操」ということで公開
講座でやらせていただいたものです。ちょうど本
日，会場にお見えになっているこの講座に参加し
てくださった方もいらっしゃっています。今年も
⚖月に「さんぽまちの唄」の健康体操と合わせて
折り紙の講座を市民の皆さんと楽しみたいと思っ
ていますので，ぜひともお越しいただければと思
います。今度は一つ，宣伝になります。令和⚕年
度，学生主体でまた今度は子ども向けの内容がで
きないだろうかといって，先ほどの熊谷さんと小
玉さんに音楽づくりをお願いしました。お手元の
資料にあるこのQRコードは音源が入っているも
のが見ることができます。YouTube に上がって
いますのでぜひこちらほう見ていただければと思
うんですが，「ぺんぺんの夢をつかむツバサ」とい
うことでお子さんたちと一緒に踊れるようなそう
いう健康体操を学生が⚔人で考えてくれました。
新聞の記事になりました。保育の学生の⚔年生，
⚓年生が歌詞を考えてくれて，その言葉を使って
熊谷さんが作詞をしてくれました。そこに曲をつ
けてくれたのが小玉さんです。そこの中には，F
ビレッジ行こうよという，問いかけしている歌が

入っています。健康体操はこの後，公開をしてい
くことになろうかと思います。本日いらっしゃっ
ている保育園の先生方で，うちでやってもいいよ
とか，うちに来てくれる？とかっていうところが
ありましたら，ぜひお声がけいただけましたら学
生と日程を合わせて訪問させていただきたいと
思っています。また，いろいろな高齢者施設の
方々も本日おいでいただいておりますので，そう
いったところで健康体操とか子どもたちが踊って
いる姿を見たいというようなことがありました
ら，お声がけいただけましたら，私たち，是非行っ
て交流をしていきたいと思っています。そういっ
たことが実現できるといいなと思っております。
ありがとうございました。

◯テーマ 北広島市の福祉の現在と未来─竹内農
園の農福連携とSDGs

発言者 畠山 明子 星槎道都大学 准教授

皆さま，こんばんは。遅い時間にありがとうご
ざいます。社会福祉学部の畠山と申します。私は
社会福祉の立場からということで，すごく重責を
担っているような気分になっておりますけれど
も，お話をさせていただきたいと思います。よろ
しくお願いします。座って失礼します。西崎先生
と吉江先生のお話と違って，ちょっと大学の授業
チックな話題になってしまっているので学生の皆
さんはよく聞いている話題も多いかもしれないん
ですけれども，今回，私のほうではこちらのテー
マにありますように，普段私は農福連携というこ
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とを研究のテーマとして取り組んでいるんですけ
れども，実はここ北広島市にも農福連携を取り組
んでいる農家の方がいらっしゃって，その取り組
みをこれまで⚒年ほど取材をさせていただいて研
究としてまとめているものがございますので，本
日はその事例を使ってお話をさせていただこうと
思っています。改めてになりますけれども日ごろ
より北広島の市民の皆さまには本学の教育，課外
活動などにご理解，ご協力をいただきまして改め
てお礼を申し上げます。
また先ほどお話をいただきました卒業生の高谷

さんや原さんも大学を卒業された後，北広島でお
仕事をされておりますように，北広島市には社会
福祉の施設も多くありますことから，普段から学
生さんもボランティアですとかアルバイトや実習
などにおいてもご指導をいただいていることも重
ねてお礼を申し上げた上で，次のスライドに移ら
せていただきたいと思います。こちらの資料にあ
りますように，昨今なぜ社会福祉，福祉というこ
とも日常的に言葉で使われるようになりましたけ
れども，なぜそれが必要になってきているのかと
いうことにつきましてはこちらのスライドにもあ
りますように，高齢者，障害者の方の介護の問題，
病気の治療や療養が必要になってお仕事を休職さ
れなければならないという方の問題，子育ての問
題もそうですし，それに伴って経済的なサポート
が必要だという方，さらには働くための支援や住
まいを得る支援，引きこもりや孤立といったさま
ざまな問題が挙げられているわけですけれども。
従来は本当に昔のころは家族ですとか近隣の支え
合いでこれらを解決していくべきものだというふ
うにとらえられてきたわけですが，これらの課題
というのも社会的に解決が必要だということをと
らえられるようになってきまして，矢印にありま
すように福祉や医療のサービス，社会保険や公的
扶助といったようなさまざまな社会福祉サービス
が整えられるようになり，対人援助や所得保障が
行われているというところになっています。本学
ではその問題の解決のお手伝いをする専門職とし
て社会福祉士，精神保健福祉士の資格を社会福祉

専攻で養成をしておりますけれども，それらの資
格を目指す学生さんも多く学ばれている学校にな
ります。私はこれらのいろいろな社会福祉の課題
というところの中で，特に最近関心を持って取り
組んでいるテーマというのが障害のある方の就労
支援を通して地域の課題を解決する農福連携に関
心を持っています。図解にもありますように，農
業と福祉のコラボレーションという意味合いにな
りますけれども，農業の従事者も北海道も農業大
国と言われていますが担い手が少なくなってきて
いて，いわゆる耕作放棄地，使われなくなってし
まった農地がたくさん出てきていると。農家の方
もそれを使うことができなくて困っている。そん
な中にお仕事を求めている障害のある方たちが就
労支援として取り組んでいこうという取り組みの
中から生まれているものです。国としては農林水
産省と厚生労働省が取り組んでいるものですが，
農林水産省では障害者等が農業分野で活躍するこ
とを通じ，自信や生きがいを持って社会参画をし
ていく取り組みと定義づけています。下のほうに
図が小さくて恐縮なんですけれども，本学の教育
目標とも関わってくるんですが SDGs，日常的に
もスーパーですとかコンビニエンスストアでもよ
くこういう取り組みをうちではやっていますとい
うアイコンをご覧になられた方もいらっしゃるか
もしれませんが，農福連携というのもこちらに挙
げられておりますような 17 個の課題のうちのこ
れらに該当する課題に貢献できると言われていて
全国的にも発展をしているところです。歴史的な
話になりますと，本当に古いのは 1958 年ぐらい
に栃木県の社会福祉法人が始めたもの。あとは今
もこれらは続いているんですけれども鹿児島県の
社会福祉法人，白鳩会というところが有名なとこ
ろで，社会福祉法人なんですが農事組合法人とい
ういわゆる農家をやるための資格，その資格を
とって社会福祉法人がもう大々的に東京ドーム何
十個分土地を使ってやっている事例もあります
し，2000 年ぐらいに入りますと結構民間企業も
入ってくるようになってきました。ここに挙げら
れているようなコクヨさんとかタマホームさんと
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かクボタさんというのは，民間企業として皆さん
ご存じだと思いますが，これらの会社も農福連携
ということで取り組んでいます。
さらには，ただものを作るだけじゃなくてそれ

を加工して販売していうところで，六次産業化と
いう取り組みをされているところも北海道では芽
室町，帯広のお隣の町ですけれども九神ファーム
いうところが取り組まれているものも最近出てき
ていますし，もともとは障害のある方の就労支援
だったんですが最近は高齢の方，生活困窮の方，
触法者の方などを受け入れるような幅広い取り組
みにも広がってきていて，2021 年⚓月現在です
と，全国で大体 4117 か所取り組んでいるとも言
われているほど広がってきています。私が今回ご
紹介をさせていただくのが私の勤め先でもある北
広島市にある竹内農園というところになります。
場所は旧島松駅逓のあたりにございますので，国
道 36 号線からちょっと中に入っていくようなと
ころで。2014 年から，もともとは全く畑違いの仕
事をされていた竹内巧さんが地元北海道の問題に
解決していきたいということで就農されて取り組
まれています。ただ，この方は農家をしているだ
けではなくてそういうふうに働き場を求めている
方，特に北広島や恵庭市内の障害福祉事業所の利
用者の方，つまり障害がある方と職員の方が竹内
農園さんにいらしてお仕事をしています。個人の
農業では結構珍しいということなんですが，幅広
い品種を育てていて 15 品目栽培しているという
ことです。私も一度行かせていただいたことがあ
るんですけれども，結構もう，すぐ隣くらいから
鹿が出てくるので鹿が入ってこないような電線
張っているところを見学させていただいたりもし
ました。なぜそういうふうにいっぱい種類を作っ
てやっているのかというと，いろんな作業を用意
しておくと，そこにコミットできるような障害が
ある方が出て来るだろうというところでやられて
いるというお話もありました。仕事がそうやって
増えていくと，障害がある方が受け取ることがで
きる，お給料ではないんですけれども工賃という
んですが，それが増えるということも竹内さんは

見込んでやられています。ここに挙げております
ように竹内農園さんは社会福祉の分野から来たわ
けではなくて，奥さまは札幌市内の社会福祉法人
で障害者の支援をやられていた方で，ご本人とし
てはそういう視点があまりなかったんですが竹内
農園の農福連携の実践からとらえてみますと，地
域の課題解決ということでまずは北海道の農業を
振興していこうということ，それから障害のある
方の就労支援ということで貢献していると見るこ
とができますし，障害のある方，それからちょっ
とコミュニケーション上で大変な方がいらっしゃ
るんですけど，その方をスタッフとして雇って多
様な人材が働く場もつくっていると。一番これが
大きいのかなと思うのが，適性を見抜き，それを
生かした仕事を提供しているということで言う
と，通常であればこの仕事をやってください，と
いうあるものに合わせて障害の方に担ってもらう
というところが多いんですが，竹内農園さんの場
合はどういう仕事だったらこの方にやってもらえ
るかということで，専門的な用語で言うとニーズ
レットという言い方をしますけども，その人に合
わせた仕事を提供するということで，個人のそう
いうニーズ，そして地域の課題といったものをつ
なぐソーシャルワークなんだろうと。全くそうい
う視点はあまり意識したことがなかったとご本人
もおっしゃっていたんですが，実際にはそういう
ところが見られるということで，ぜひ市民の皆さ
ま，そして学生の皆さん，応援いただければと思
います。ホームページもありますのでぜひご覧い
ただければと思います。最後に，私の研究のテー
マである農福連携から北広島市はもっともっと発
展をしていけると思います。先ほど西崎先生や吉
江先生のお話にもありましたように，これから本
当にまだ広まっていく可能性が見られると思いま
すし，農福連携は障害のある方から始まった実践
なんですが，いわゆる北広島市内の方も高齢化が
進んでいますが，元気な高齢者の方が多いと思い
ますし，子育てをするご家族なんかも入ってくる
だろうという話もありましたし，我々大学，社会
福祉施設も多いですし，プロ野球球団というふう
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に書きましたが，ボールパークの中にも先ほど出
てきたクボタというところが農業学習施設をつ
くっていますので，そういうところともコラボし
ながら，もともとは障害者福祉で始まった農福実
践をユニバーサル就労型，農福連携と書きました
が，ちょっと私はそういう構想ができるんじゃな
いかなというふうに考えています。ユニバーサル
就労というのは本当にいろんな世代の方が関わる
働き方の在り方ということで，千葉県の社会福祉
法人で取り組んでいるものが今少しずつ広がって
きているところです。こういう農福連携の形，就
労支援を通してここに挙げられていますような課
題にも貢献していけると思っています。最後にな
りますけれども，今後も北広島市の皆さまから私
ども，学ばせていただき，またボールパークとと
もに発展する学びの場をつくり上げさせていただ
きたいと思っておりますので，皆さまには今後と
もご指導，ご鞭撻を頂ければと思っておりますの
でよろしくお願いいたします。ご清聴ありがとう
ございました。

～質疑応答は割愛～

●閉会の挨拶 藤根 收 星槎道都大学
特任教授・社会福祉学科学科長

社会福祉学科長の藤根でございます。北広島
市・星槎道都大学連携企画・特別講座の閉会にあ
たりまして，一言ごあいさつさせていただきます。
「ボールパークの街 北広島市の福祉・保育・教育

の未来を展望する」をテーマに，第一部では本学
出身の高谷里奈さん，原裕紀さんのお二人から貴
重な活動状況報告をいただきました。北広島市に
ある本学で学び，北広島市を舞台にしながら専門
性を発揮されて，福祉，保育に関連した仕事に情
熱を持って取り組まれておられるお二人の報告に
うれしさを感じたところでございます。また第二
部では，本学の西崎先生，吉江先生，畠山先生の
⚓名の先生方にそれぞれ教育，福祉，保育の専門
家の立場から北広島市の取り組みの現在そして未
来についてお話をいただきました。北海道の中で
も，例えば，教育分野でコミュニティ・スクール
や小中一貫教育にいち早く取り組んだ実践をはじ
めとして，各分野で先進的に取り組んでおられる
実践がいくつも紹介されていたと思います。ま
た，他の市町村では類を見ない，多様な児童福祉
施設の設置など子供を支える環境整備や情報発信
の取組，ユニバーサル就労を指向した農福連携の
取組など，本学と連携した実践も含めて，常に先
進的であり，貴重な実践を積み重ねられている北
広島市の魅力について改めて学ばせていただきま
した。
私も，北広島市教育施策審議会委員としてお世

話になっていますが，まさに「夢に向かって前向
きにチャレンジし，そして実現していくボール
パークのある街」，それが北広島市なのかなと感
じたところでございます。
ボールパークが実現しました今，全国から注目

度も非常に高い北広島市における高齢者や子ど
も，障害のある方々への取り組みの在り方は，市
民が豊かで元気に輝く街づくりを進める上で非常
に重要なポイントになるのではないかというふう
に考えております。そのためにも北広島市の有す
る魅力的な環境や取り組みと星槎道都大学の有す
る専門性や各活動が相互に連携協力し合いなが
ら，学びのフィールドを生かして，よりよい取り
組みが一つ一つ実現できたらいいなと強く感じた
講座でもございました。北広島市での活動報告を
頂きました高谷さん，原さん，それからコーディ
ネーターの小早川副学長，専門家の視点からお話
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を頂きました西崎先生，吉江先生，畠山先生，本
当にありがとうございました。皆さんとともに感
謝の気持ちを込めまして今一度拍手をさせていた
だきたいと思います。終わりになりますが，本会
にご参集いただきました皆さま，本会の企画，運
営に関わりました北広島市ならびに本学の関係者
の皆さまに心から感謝を申し上げまして，北広島
市，星槎道都大学連携企画・特別講座の閉会のご
あいさつとさせていただきます。本日はありがと
うございました。

謝辞
連携講座の開催にあたり，事前準備等では北広

島市企画財政部企画課の皆様，また登壇された本
学教員及び卒業生，又，当日会場にお越しいただ
きました教職と社会福祉学部全学生や介護新聞に
記事を掲載いただきました記者の方には感謝申し
上げます。本当にありがとうございました（地域
連携推進センター 所長 上原正希）。
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Ballpark Town
—Envisioning the Future ofWelfare, Childcare, and Education inKitahiroshima City—

UEHARA Masaki

Abstract

The second collaboration project between Kitahiroshima City and Seisa Dohto University,
along with a special lecture, was held at the Kitahiroshima City Arts and Culture Hall in
commemoration of the 45th anniversary of the establishment of the School of Social Welfare.

In the first part, two alumni of the university gave presentations, and in the second part,
three faculty members specializing in education, childcare, and welfare from the university
spoke, raising issues and discussing the current situation of urban development in the Ballpark
area of Kitahiroshima City, Hokkaido.
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